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期初業績予想（3,037百万円）を大きく下回った実績（2,068百万円）に終わった、前期の反省を踏まえ、
着実な収益拡大を実現すべく 年度（ 年 月期）を最終とする 中期経営計画を策定 た ま

2012年3月期
計画

2013年3月期
計画

2014年3月期
計画

着実な収益拡大を実現すべく2013年度（2014年3月期）を最終とする13中期経営計画を策定いたしまし

た。
（単位：百万円）

売 上 高 3,306 4,000 5,000

当 期 純 利 益 83 236 428

計画達成の経営基本方針として、
（１）燃焼機器関連事業の強化
（２）先端ニーズに対応する研究開発体制の構築

を実行し、それによって、まずを実行し、それによって、まず
（３）黒字体質の確立

を実現いたします。
過去の反省を踏まえ、

（４）コンプライアンス、コーポレートガバナンス重視の徹底（ ） ンプライアンス、 ポレ トガ ナンス重視の徹底

上記について全社を挙げて継続的に取り組むことにより、

ステークホルダーの皆様から信頼を寄せられる企業になります。

2011年9月
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2011年9月

代表取締役社長 関口 陽介



（単位：百万円）

2010年3月期
実績

2011年3月期
実績

2012年3月期
計画

2013年3月期
計画

2014年3月期
計画

2011‐14年
増減

売 上 高 2,640 2,068 3,306 4,000 5,000 +2,932

営 業 利 益 △ △
※

営 業 利 益 △61 △278 86 245 437 +715

経 常 利 益 △46 △267 91 247 439 +706

当 期 純 利 益 △86 △231 83 236 428 +659

※

純 資 産 2,444 2,217 2,300 2,537 2,965 +748

１株利益 （円 ） △2.91 △7.81 2.80 7.96 14.44 +22.25

１株純資産（円） 82.43 74.77 77.57 85.56 100.00 +25.23
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※当初資料に誤りがあったため、訂正しています。



マーケティング＆グローバル展開の実行

世界的視野で世界的視野で
売れる売れる商品を提供商品を提供

世界的視野で世界的視野で
売れる市場売れる市場をを選択選択

売れる売れる商品を提供商品を提供

国内基盤固め
海外売上比率

35％へ
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35％へ



国内基盤固め国内基盤固め

国内既存顧客に対する
フォロー営業の徹底

国内に多数存在する優良な既存顧客に対して深耕営業を実施し、顧客囲い込み
型の継続的営業成果を実現する。営業と技術が一体になって、ユーザーニーズを適
確かつ迅速に捉え マーケットイン型ソリューション営業活動を展開する確かつ迅速に捉え、マーケットイン型ソリューション営業活動を展開する。

戦略的商品を選定し、集中的な
営業攻勢をかける

確実に需要が見込める新商品を戦略的商品として位置づけ、適確なマーケティング
を基に選定した顧客に対して積極的な営業攻勢を行う。

他社をリードする差別化商品開発
競合他社を凌駕する省エネ性能と低ＮＯｘ性能に優れた商品開発に注力し、これを

実現することにより、燃焼関連機器企業としての確固たる地位を築く。

ＩＴ活用も含めた技術対応力強化
ＩＴ活用によって、技術対応力の極大化および迅速化を実現するとともに、人材の

早期育成、開発力強化、コスト削減を目的とした内製化率向上を目指す。
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個別ニーズへの迅速な
ローカルフィット対応

アジア市場での商流確立

海外売上比率
35％へ

海外においては、現地市場ニーズに合わせた
仕様変更が必要不可欠であり、迅速な技術
対応により受注拡大のための体制を整える

カ フィット対応

好調な新興国を擁し、既存顧客も多数存在す
るアジア市場をグローバル展開への最重要地
域と定め、収益の継続性を担保可能な販売
体制、製品供給体制を確立する。 35％へ

海外既存顧客に対する
フォロー営業の徹底

海外に存在する 存顧客に対し 深耕営業

体制、製品供給体制を確立する。

ズ

現地ニーズにマッチした
差別化商品の開発

35 2000

海外に存在する既存顧客に対して深耕営業
を実施し、顧客囲い込み型の継続的営業成
果を実現する。

現地ニーズにマッチし、かつ、商品市場セグメ
ントにおいて高シェアを確保できる差別化され
た新商品、ならびに、商品供給体制を開発す
る。（百万円) （%)
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ご留意事項

本資料に記載されている計画 戦略 見通しおよびその他の歴史本資料に記載されている計画・戦略・見通しおよびその他の歴史
的事実でないものは、将来に関する見通しであり、これらは現在入
手可能な期待・見積り・予想に基づいております。これらの期待・

や 争 在見積り・予想は経済情勢や競争環境の変化等の潜在的なリスク・不
確定要素、仮定の影響を受けますので、実際の実績は見通しとは異
なる可能性がございます。
また、当社は新しい情報・将来の出来事などに基づきこれらの将

来予測を更新する責務を負うものではありません。

本件に関するお問い合わせ
株式会社ＮＦＫホールディングス（ＩＲ企画室） 045-575-8000（代表）

よる場合は ちら お問 合わせ願 ます il i @ fk hd j
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WEBによる場合はこちらへお問い合わせ願います E-mail：ir@nfk-hd.co.jp


